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1. はじめに

　雪氷研究大会（2025・津）は，（公社）日本雪氷

学会と日本雪工学会の主催，三重大学の共催により

2025年9月7日（日）から9月10日（水）まで三重

県津市において開催された。全ての大会行事は，三

重大学（津市栗真町屋町1577）を会場として実施さ

れた。

　本大会の参加登録者数は384名であった。138件

の口頭発表と125件のポスター発表，合わせて263

件の研究発表が行われ，活発な質疑応答や意見交換

が行われた。ご参加いただいた皆様に心から感謝申

し上げる。

　なお，本大会実行委員会は，両学会の関東以西地

区の会員を中心に以下の51名で組織した。委員長：

立花義裕，副委員長：青木輝夫，高橋徹，幹事長：

渡辺晋生，委員：阿部隆博，荒木健太郎，有江賢

志朗，飯島慈裕，植村立，牛尾収輝，宇野史睦，大

石雅人，大風翼，大沼友貴彦，大和田健司，勝島隆

史，川瀬宏明，釘﨑佑樹，倉元隆之，黒﨑豊，小嶋

真輔，小島徹也，近藤研，斉藤和之，齋藤冬樹，坂

井亜規子，佐藤洋太，澤田結基，島田利元，白川龍

生，杉村剛，鈴木和良，高田久美子，竹谷敏，谷川

朋範，丹治星河，津滝俊，富永禎秀，永井裕人，永

塚尚子，縫村崇行，橋本明弘，原田裕介，藤田耕

史，藤田秀二，町田敬，森淳子，安木啓，矢吹裕

伯，監事：大槻政哉，鈴木香寿恵。

 （渡辺晋生）

2. 公開講演会

　今回は東海地方の雪を対象とした公開講演会を企

画した（図1）。雪氷研究大会が開催された三重県津

市はあまり雪が積もることはないが，岐阜県飛騨地

方は北陸地方と変わらないような豪雪地帯である。

また，関ヶ原を抜けて雪雲が流れ込むと，四日市市

や桑名市，名古屋市などでもたびたび大雪に見舞わ

れ，三重県北部の高速道路や国道では大規模な立ち

往生が発生することもある。今回の公開講演会は2部

構成とし，第一部ではNEXCO中日本から三重県と

東海の高速道路の雪対策，ウェザーニューズから三

重県の雪の予報をテーマとした講演をしていただい

た。第二部では東海地方で活躍する気象キャスター

と雪氷の研究者を交えて，東海の雪と氷をテーマに

トークセッションを行った。第一部の内容を受けた

雪の災害や予報の難しさの話だけなく，雪の結晶や

ダイヤモンドダストなど，雪と氷の美しさや不思議

を映す動画や写真も使ったトークが繰り広げられた。

■講演及びトークセッションの題目と登壇者

第一部　講演

1.「東海地方の高速道路における雪氷対策の取り組

み」 澤田利明（中日本高速道路株式会社）

2.「三重県の皆さんと作る天気予報」

 安部大介（株式会社ウェザーニューズ）

第二部　雪氷トーク～気象キャスター×研究者～

パートⅠ「きれいな雪」
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図1　公開講演会の様子
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MC：桜沢信司（CBC）， 荒木健太郎（気象研究所）

 吉田ジョージ（東海テレビ），山田修作（メ～テレ）

パートⅡ「むずかしい雪」

MC：石橋武宜（中京テレビ）， 丹治星河（京都大学）

 寺尾直樹（NHK名古屋）

パートⅢ「かわる雪」

MC：多森成子（三重テレビ），川瀬宏明（気象研

究所）

 立花義裕（三重大学）， 土井邦裕（NHK名古屋）

　今回は雪氷楽会と同じ建物で同時間開催であった

ため，途中の休憩を長く取ったり，休憩前と終了前

にDr.ナダレンジャーから楽会の紹介をしてもらっ

たりと，楽会と公開講演会のコラボレーションを意

識した構成にした。直前に津市の中日新聞に折り込

みチラシを入れたほか，登壇者からSNS発信をして

もらったこともあり，津市民を中心に260名を超え

る方にご来場いただいた。

 （川瀬宏明）

3. 口頭発表

　口頭発表は大会2日目の9月8日から4日目の10日

までの計3日間にわたり三重大学三翠ホール及び工

学部棟において行われた（図2）。大会2日目および

4日目の午前のみ4会場，それ以外は3会場の同時

進行での開催となった。1件当たりの時間は，発表

12分，質疑応答3分の合計15分である。例年と同様

に，同一発表者による口頭発表は1件のみとし，発

表に用いるパソコンは発表者が持ち込み，操作も各

自で行うこととした。

　138件の口頭発表の内，一般セッションの口頭発

表件数は次のとおり。雪氷物理5件，雪氷と生物3

件，雪崩9件，吹雪8件，降雪・着氷雪11件，積雪

7件，氷河・氷床9件，凍土9件，海氷と陸氷・気候

システム5件，観測・計測技術4件，雪氷と建築2

件，雪氷と社会基盤10件，雪氷と教育2件，雪氷と

生活4件の合計88件。

　スペシャルセッションのテーマと口頭発表件数は

次のとおり。SP 1（「極端気象」と「複合災害」の視

点からみた雪害の新たな局面）6件，SP 2（気候変化

と積雪・降雪 －「ドカ雪」の気候学－）9件，SP 3

（オトナの雪氷自由研究）10件，の合計25件。

　これらに加え，学生優秀発表賞セッションの口頭

発表が25件あった。

 （橋本明弘）

4. ポスター発表

　ポスター発表は大会2日目の9月8日および3日目

の9月9日に三重大学の三翠ホール１階ホワイエに

おいて行われた（図3）。125件のポスター発表のう

ち，一般セッションのポスター発表件数は次のとお

り。雪氷物理11件，雪氷化学5件，雪氷と生物3件，

雪崩8件，吹雪8件，降雪・着氷雪11件，融雪1件，

積雪10件，氷河4件，氷床5件，凍土3件，海氷と

陸氷6件，気候システム2件，観測・計測技術3件，

雪氷と社会基盤10件，雪氷と教育3件，雪氷と生活

7件の合計100件。

　スペシャルセッションのテーマとポスター発表件

数は次のとおり。SP 1（「極端気象」と「複合災害」

の視点からみた雪害の新たな局面）2件，SP 2（気候
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図２　口頭発表B会場の様子 図3　ポスター会場の様子
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変化と積雪・降雪－「ドカ雪」の気候学－）4件の合

計6件。

　これらに加え，学生優秀発表賞セッションの発表

が19件あった。

 （橋本明弘）

5. 雪氷学会・学会賞授賞式と記念講演

　日本雪氷学会の学会賞授賞式と受賞記念講演会は

大会3日目の9月9日（水）15時～ 17時に開催され

た。総務委員の開会宣言，学会長挨拶に続き，平田

賞1件，技術賞2件，功績賞2件，論文賞1件の各々

の受賞者と受賞理由が学術委員長から紹介され，賞

状と記念品が学会長から授与された。引き続いて受

賞者による記念講演（1件25分，論文賞は15分）が

行われ，閉会後には受賞者全員と学会長で記念撮影

が行われた。

　受賞された方々は以下の通り。

・平田賞

田邊章洋（防災科学技術研究所）

件名：数理科学を背景とした雪氷現象の解明と災

害研究への適用

・技術賞

佐藤研吾（防災科学技術研究所雪氷防災研究セン

ター）

件名：着雪実験技術の開発とそれらの着雪対策へ

の応用

・技術賞

青木輝夫（気象庁気象研究所気象予報研究部）

件名：可搬型積分球積雪粒径測定装置 （HISSGraS）

の開発

・功績賞

力石國男（秋田看護福祉大学教授）

件名：降雪機構・雪氷変動の気候学的研究と学会

運営に果たした多大な貢献

・功績賞

宮原盛厚（株式会社アノウィ（故人））

件名：アイスコア掘削技術の発展に対する功績

・論文賞

櫻井俊光（国立研究開発法人土木研究所寒地土

木研究所），染川智弘（公益財団法人レー

ザー技術総合研究所・大阪大学レーザー科

学研究所），松下拓樹（国立研究開発法人

土木研究所寒地土木研究所）

論文名：フェムト秒レーザーを利用した亜鉛めっ

き鋼板の微細構造による親水性表面の融雪

の振る舞い

 （竹谷 敏）

6. 雪工学会学会賞記念講演

　日本雪氷学会の受賞記念講演会は，大会3日目の

9月9日（火）13時～ 14時30分に開催された。学会

長挨拶，参加された受賞者と学会長での記念撮影

（図4）に続き，学術奨励賞1件，技術賞1件の記念

講演（1件25分）が行われた。受賞者と業績名は以

下のとおりである。

・学術奨励賞

涌井将貴（新潟工科大学工学部）

業績名：加速度計測による屋根雪荷重の推定方法

に関する研究

・技術賞

中村一樹，上石勲（防災科学技術研究所）

業績名：スマホAI路面判定システムを活用した

冬期道路管理に関する研究

　受賞記念講演後に，日本雪工学会会員が「熱量測

定装置による積雪融解熱流束及び凍結防止熱流束の

測定」のJIS登録に協力したことに際し，当学会に

寄付いただいた山田技研株式会社に感謝状が贈呈さ

れた（図5）。

 （原田裕介）
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7. 学生優秀発表賞

　学生優秀発表賞の口頭発表は，大会2日目（9月8

日）の午後に3会場並行して開催され，計25名の発

表があった。ポスター発表は大会3日目（9月9日）

のセッションに19名の発表があった。審査員は，研

究大会参加登録時に「審査員を引き受けても良い」

と回答した学会会員の内，都合で不参加となった方

を除く全員に快諾頂いた。

　今回は47名の審査員により，口頭発表部門からは

最優秀賞を1名と優秀賞を2名，ポスター発表部門

からは最優秀賞を1名と優秀賞を1名を下記の通り

選出した。

　受賞者は大会終了後大会HP及び学会HP，大会

参加者メーリングリストにて発表した。受賞者には

賞状と，副賞として三重県にちなんだ記念品および

図書カードを贈呈した。なお，審査員から頂いたコ

メントは各学生に送付した。

〇口頭発表部門

最優秀賞　鈴木舞生氏（総合研究大学院大学）

「グリーンランドSE-Dome Ⅱアイスコアを用い

た19世紀以降の詳細なCH4濃度復元」

優秀賞　諸本大輝氏（新潟大学）

「山地積雪に適用可能な全層平均密度の時間変化

の推定方法」

優秀賞　今津拓郎氏（北海道大学）

「グリーンランド北西部カナック氷帽およびその

周辺地域における表面質量収支の数値実験」

〇ポスター発表部門

最優秀賞　Xie Yu Chen氏（東京科学大学）

「吹き払い柵の設置環境による防雪能力の定量評 

価（ 2）- Part 3 : Effects of Snowbanks around 

Blow-off Type Snow Fence -」

優秀賞　横山大輝氏（岩手大学）

「多雪ブナ林における埋雪木と雪上木の雪圧によ

る幹上応力分布の解明～積雪期と非積雪期の幹曲

率の違いに着目して～」

 （齋藤冬樹）

8. 各種会合

　理事会など3件，委員会6件，分科会10件，その

他2件の会合が開催された。分科会では各会合担当

者の要望に合わせて，関連する会合を前後に配置し

連続して参加できるようプログラムを工夫した。会

合によってはオンライン併用で開催されたが，特に

機材トラブルは起きていなかったようである。最後

に，会合の日程調整等にご協力いただいた各種会合

の各担当者の皆様方には感謝申し上げる。

 （澤田結基・植村立）

9. 技術学術展示

　技術学術展示は，9月8日から10日の3日間にわ

たり，三重大学三翠ホール1階ホワイエにて，出展

企業12社によって実施された。今大会では，口頭発

表会場やポスター発表会場の近くに展示ブースを配
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図5　感謝状の贈呈式

図4　受賞者記念撮影
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置できたこともあり，多くの参加者が足を止め，展

示に関心を寄せていた。出展企業の皆様には，この

場を借りて厚く御礼申し上げます。

出展企業：英弘精機株式会社，キャンベル・サイ

エンティフィック・ジャパン株式会社，クリマ

テック株式会社，株式会社工学気象研究所，株

式会社さるぼぼアラーム，ジオマテック株式会

社，株式会社スノーテック新潟，タマヤ計測シ

ステム株式会社（ノースワン株式会社），株式

会社ハイク，株式会社フィールドプロ，ミタチ

産業株式会社，明星電気株式会社

 （谷川朋範・小嶋真輔）

10. 研究技術交流会

　9月9日（火）17：45 ～ 19：45に，大会会場（三

翠ホール）から歩いて3，4分のところにある三重大

学内地域共創プラザ（生協第一食堂）にて研究技術

交流会を開催した。参加人数は228人となり，一年

ぶりの再会に盛り上がる会となった。

　会では立花義裕大会実行委員長，東信彦日本雪

氷学会会長，および上村靖司日本雪工学会会長の

挨拶に続き，地元津市の前葉泰幸市長から歓迎の

挨拶をいただいた。さらに本交流会の料理の総指揮

をしていただいた吉崎浩司店長に三重愛たっぷりの

メニューについてご説明頂いたのち，立花義裕大会

実行委員長から乾杯の発声をいただき，交流会がス

タートした。また，交流会最後には，来年度予定の

北見大会の亀田貴雄実行委員長から来年度の大会の

紹介と再会を祈念する挨拶を頂いた。最後に渡辺晋

生大会幹事長の閉会の辞で交流会を閉じた。昨年の

長岡大会から始まった「推し活プロジェクト」（差し

入れ）であるが，物価高騰のため，今年の交流会で

も「推し活」にご協力いただくこととなった（図6）。

交流会参加費はすべて料理とソフトドリンクの提供

に充て，「推し活プロジェクト inつぅ」では日本酒

などのアルコール類をお願いすることとした。

　料理は，屋台として「握り寿司（本鮪，松阪牛，

サーモン）」「鰹てこね寿司」「牛筋カレー」「津の伝

統・みたらし・やじろ」「伊勢うどん」があり，寿司

職人が握る握りたての寿司ははじめの挨拶の間に既

に行列ができるほどの人気ぶりであった。

　推し活のお酒も料理に花を添えたことは言うまで

もなく，交流会後半には推し活テーブルの前でコッ

プを複数持って歓談する姿が見受けられた。最後に

今回「推し活プロジェクト inつぅ」に御参加いただ

いた方々に感謝いたします。この場を借りてお礼申

し上げます。

　推し活プロジェクト inつぅ　参加者一覧

 【敬称略・あいうえお順】

青木輝夫，荒川逸人，牛尾収輝，河島克久，小

室悠紀，齋藤隆幸（スノーテック新潟），丹治

星河，永井克行，渡辺晋生，匿名希望2名

 （坂井亜規子）

11. 雪氷楽会

　雪氷研究大会（2025・津）初日の9月7日（日）

の12 : 30 ～ 16 : 30に「雪氷楽会 inつぅ」を三重大

学・三翠ホールのホワイエと小ホールで開催した。

学会員や企業などから計19のブースが出展され，三

重県内の子供たちや一般市民の方々に雪と氷の科学

的性質や現象について，専門性と楽しみやすさが工

夫された多くの展示に触れる機会となった。また，

来場者には各展示の概要をわかりやすくまとめた冊

子を無償配布したほか，シールラリーで一定数以

上のブースを訪問した参加者には，後述のキラキラ

シールが配布された。当日はまだ暑さが残る中で，

雨もなく来場者は373人（出展者・ボランティアを

除く）と盛況であった（図7）。事前の広報活動とし

て，三重県内の高等学校ならびに津市内の小中学校

への広告チラシとポスターの配布を行ったほか，同
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図6　推し活で勢ぞろいした日本酒



―        〈    〉―8　 

日同会場で開催の公開講演会の広報と合わせた新聞

折込みチラシの配布による宣伝を行った。

　本大会の雪氷楽会では，シールラリーの景品とし

て「雪氷マイスター」と「雪氷レジェンド」のキラ

キラシールを作成した（図8）。シールのモデルに

は，雪氷学会でおなじみのナダレンジャー＆ナダレ

ンコ氏にご快諾をいただいた。雪氷楽会の参加者に

加え，雪氷研究大会に参加の研究者の方々からもご

好評を博した。

　出展をいただいた皆様，ボランティアまた学会

のアルバイトとして展示のお手伝いをいただいた

方々，会場などの準備をしていただいた皆様に感謝

いたします。また，三重県教育委員会と津市教育委

員会には，今回ご後援をいただきました。

　最後に，今年の出展ブースを以下に記しておく。

　出展ブース一覧

1. VR北極基地探検

2. VR南極昭和基地探検

3. ジュースと真水に浮かぶ氷のとけかたは同じ？

4. 氷の冷熱で発電？ペルチェ素子を使った実験

5. 雪にすむ生き物を探そうゲーム！

6. 氷が織りなす音の物語

7. 氷のふしぎ「チンダル像」

8. 雪結晶の万華鏡作り

9. 真夏の雪合戦！

10. 雪片・あられ・雪結晶の立体的なすがた

11. 気象センサーをさわってみよう！

12. 雪の結晶の成長

13. 雪結晶のしおりを作ろう

14. ゆきのおもさはどれくらい？

15. 目指せ！雪かき名人雪かきバスケット

16. 雪結晶の分類ストラップ

17. Dr.ナダレンジャーの自然災害実験ショー

18. 大雪・吹雪疑似体験学習アトラクション

『FUBUKI』

19. ひみつがいっぱい！南極と北極の氷のせかい

 （飯島慈裕）

12. おわりに

　雪氷研究大会（2025・津）へご参加いただき，誠

にありがとうございます。2021年に雪氷研究大会

（2021･千葉）が新型コロナウイルス感染症の世界的

流行の影響でオンラインを余儀なくされてしまった

ため，関東以西における雪氷研究大会は，2016年の

名古屋大会以来9年ぶりの開催となりました。本大

会には全国から想定以上の384名もの参加者に恵ま

れ，研究発表はもとより，公開講演会，技術学術展

示，研究技術交流会，雪氷楽会など様々なイベント

を盛大にとり行うことができました。

　なんで，南国の雪はめったに降りそうにない，三

重県で開催？

　多くのみなさまはそう思ったでしょう。その理由

を後世に書き残すために，大会パンフレットに記載

した「雪氷研究大会（2025・津）へようこそ」とほ

ぼ同じ文をここに再掲します。

　三重県北部が，「豪雪地帯」であることをは，日

本雪氷学学会員や日本雪工学学会員のみなさまでも

意外と知られていません。私は，防災講演会で自然

災害の講演を依頼されることが多いのですが，依頼
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図7　雪氷楽会会場の様子

図8　雪氷マイスター・雪氷レジェンド

（作：永井裕人会員）
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者さんには，「三重の雪害の話をしましょう」と答え

ることに決めています。多くの依頼者さんは，「そ

れは困ります。三重ではめったに雪が降らないから，

雨や台風の話をお願いします」と反論されます。こ

のとき。「キミ，罠にかかったね」と，私の心の悪

魔がささやきます。めったに起こらない雪氷現象は

災害をもたらさないのでしょうか？逆です。めった

に発生しないから，一旦発生すれば災害となるので

す。僕はその依頼者に再び，意地悪にも，こう答え

ます。「津波はめったに発生しないから，津波防災

の喚起は不要ですね」と。依頼者さんは，ここで

やっと災害の本質に，「はっ」と気がつきます。実

際昨冬は，三重県と京阪神を結ぶ，東西物流の最重

要幹線道路である新名神高速道路や名阪国道が，豪

雪で完全にストップするほどの豪雪が発生しました。

そのときは，たった1時間に10センチメートルの降

雪がありました。約10年前には，ドカ雪で三重県北

部の市町では，一週間近く交通が途絶えました。

　三重県は太平洋側の県とのイメージが強いので，

南岸低気圧で雪が降ると思う方が多いと思います。

実は，北陸地方と同じように，冬期の季節風が強い

とき，そして寒気が強い時に大雪が降るのです。冬

期の三重県北部は，気候的には完全なる「日本海側

気候」です。

　三重県の亀山宿から鈴鹿峠を描いた歌川広重の

「亀山　雪晴」は雪の中の坂道を登る大名行列が描

かれています。広重は，太平洋側の蒲原の雪景色も

描いています。彼は雪が好きだったのかもしれませ

ん。葛飾北斎の「関」でも，三重県関町（現：亀山

市）の雪が積もった関宿が描かれています。彼らが

活躍した江戸時代では，これら地域にどれくらい雪

が降っていたのでしょう。江戸時代の東海道の交通

に積雪はどのくらい影響したの？など次から次へと

興味がわいてきます。

　三重県開催を機に，多くの両学会の研究者・技術

者の皆さんにも紀伊半島地域の雪氷現象の特性や意

義を知って頂く機会となったのではないかと思いま

す。

　今回の会場となった三重大学は，大きなホール，

三翠ホールを有し，大きくて明るいホワイエが併設

され，たいへんゆとりのあるスペースでの研究発表

や意見交換ができたのではないかと思います。ミド

ル世代やシニア世代の皆様は，夜の活動も含めてエ

ンジョイしていただけましたでしょうか？また若い

世代の皆様には，研究の喜び・楽しさを十分に体感

していただけましたでしょうか？ご参加いただいた

皆様にとって有意義な大会であったと感じていただ

けたならば幸いです。

　最後になりますが，大会へご参加いただいた皆

様，技術学術展示および広告･協賛においてご支援

くださいました企業や団体の皆様，本大会を後方支

援してくださいました津市や三重県の関係各位に心

からお礼申し上げます。本大会を成功裏に終えるこ

とができたのは，約1年半にわたる実行委員の献身

的なご協力のおかげです。実行委員の皆様にあらた

めて感謝申し上げます。

 （立花義裕）
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